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歯の病気のことを知ってますか？
・　歯を失う２大原因は？

　　それは歯周病と虫歯です。なかでも

　歯周病は、糖尿病や心臓病と同じ仲間

　の生活習慣病に位置づけられています。

・　成人の８０％以上が歯周病？！

　　歯ぐきに炎症がみられる人のピークは

　45～54歳で、88％に及びます。

　　なんと、5～14歳の36％、15～24歳
　の66％の歯ぐきに炎症がみられます。

　　歯周病は決して中高年層の病気では

　なく、若いうちからの予防が大切です。



全身の健康と歯周病の関係

歯周病は単なる口の病気

ではありません！

最近、さまざまな研究により、歯周病と

全身の健康との関係がわかってきまし

た。

喫煙者や糖尿病の人には歯周病になっ

ている人が多く、また歯周病が治りにく

いという報告があります。

歯周病と脳血管疾患（心筋梗塞・脳梗

塞など）・低体重児出産・関節炎や腎炎

との関連も指摘されています。

歯周病に影響を与える疾患・習慣

歯周病
糖尿病

喫煙

歯周病が影響を与える疾患

歯周病

脳血管疾患

低体重児出産

関節炎・腎炎



歯を守るために出来ること
歯周病や虫歯から歯を守るためには、自分で出来るセルフケア

と歯科医が行うプロフェッショナルケアの両方が必要です！！

歯を残す為に　(８０２０健康財団）より引用

セルフケア プロフェッショナルケア

①バランスの取れた規
則正しい食事を取る

②間食や甘い飲み物を
ダラダラ取らない

③禁煙・減煙をする

④歯磨き後に、磨き残し
や歯茎の腫れなどを鏡
でチェックする

①３ヶ月～１年に１回、定期
的に歯科医院で歯石を取っ
てもらう。

②痛みや腫れが出る前に、
定期的な歯科検診を受ける。

⑤食後１時間くらいの歯
磨きが理想的

③歯磨き方法の指導や、歯
間ブラシ・デンタルフロスなど
の使い方の指導を受ける。



歯科健診
・　定期的に歯科健診を受けましょう。

　　内科的な健康診断は、職場や自治体や学校で

　定期的に受けている方が多いでしょう。ところが、

　歯の健康診断はどうでしょうか？

　　内科的な健診と同様に、歯科健診も年に1～2回
　は受けましょう。

・　歯科健診はどこで受けられる？

　　歯科健診は、最寄の歯科医院、自治体の保健

　センターや指定歯科医療機関などで受けられます。

　　歯科医院での健診費用は、健康保険適用外の

　ため自己負担となりますが、一次予防をしっかり

　しておけば、将来大きな負担をせずに済みます。

　主な健診内容

問診

むし歯・歯周病などの検査

かみ合わせ・歯並びのチェック

ブラッシング指導

過去1年間に歯科健診を受けた人

(平成５年保健福祉動向調査)



正しい歯磨き
歯周病の予防には毎日のブラッシングが大切です。
　

　

　歯周病の大きな原因である

歯垢を徹底的に除去すること

が大切です。

　効果的なブラッシングを

勉強しましょう。

守ろう歯の健康～健康日本２１と歯周疾患予防～　
８０２０健康財団　より引用


